
ズバリ！ 要望） 
本市に入るべき税収がふるさと納税として、他市に差引約 5000 万
円程入っている。市の財政が落ち着くまでは、寄付が残る程度に地
元の魅力的な産物で、寄付１万円から返礼品をすべきではないか。 
 
 

平成 28 年第 1 回定例会一般質疑 平成 28 年 2 月 22 日～３月 17 日 
 

 

ズバリ！要望） 
役所の中の“たらいまわし”がなくなり良くなる、マイナンバーカー
ドを持てば、申請で役所に来る回数も大いに減り、その分市役所を 
スリム化していける。 

回答） 
①28 年末に固めて、29 年から運用。 
②地域自治会等からの情報提供等を活用。 

質問） 
①特別措置法運用に伴う特定空家の判定基準策定スケジュールは。 
②地域から寄せられる情報はどのように取り入れていくのか。 

ズバリ！要望） 
地域の情報は是非活用すべき、予定通りに進めて欲しい。 

質問）高知県のおもてなしトイレ制度（観光対応トイレ）の所感は。 

回答） 
千葉市を訪問する観光客にも有効。千葉県 
では集客観光に与する民間事業者のトイレ 
の整備に、補助金を出すことになった。 

ズバリ！要望） 
県の補助金を活用し、観光施設で１つは、 
綺麗なトイレを指定すべき。  

質問） 
①平成 26 年度のいじめ発見の内訳と小・中学校別件数について。 
②過去 4年間の本市の「ネット上のいじめ」の件数について。 
③平成 26 年度の小・中学校別いじめ解消件数と解消率について。 
④暴力行為とは、どのような行為なのか。また、本市の平成 26 年
度の小・中学校別生徒間暴力発生件数について。 

⑤生徒指導が困難な学校への教員の配置について。 
 
 
回答）              ※小＝小学校、中＝中学校 
① ・アンケートや教職員の気づき等、小：255 件、中：165 件。 
・本人からの訴え、小：116 件、中：86 件。 
・本人の保護者からの訴え、小：108 件、中：60 件。 
・本人以外の児童生徒からの情報、小：21 件、中：12 件。 
・本人以外の保護者、地域住民等からの情報、小：12件、中：7件。 
・合計、小学校 512 件で、中学校 330 件。 

②「パソコンや携帯電話等で、誹謗・中傷や嫌なことをされる」に 
分類される件数は、平成 23 年度は 24 件、24 年度は 58 件、25 年
度は 61 件、26 年度は 31 件です。 

③小学校は、421 件が解消し、解消率は約 82％、また、中学校 
では、265 件が解消し、解消率は約 80％となっている。 

④「暴力行為」を、「児童生徒が、故意に有形力を加える行為」と定義
し、・対教師暴力・生徒間暴力・対人暴力・器物破損の4形態に分類。 
本市における平成 26 年度の「生徒間暴力」発生件数は小学校 63
件で、中学校 139 件。 

⑤教育活動の支援が必要な学校及び特別な支援を要する児童生徒 
が在籍する学級に対し、少人数指導教員等を配置、1人 1人に応じ
たきめ細かな学習指導や生活指導について成果を上げている。 
文部科学省は、いじめに悩む児童生徒の相談対応のための加配定数
の改善について検討、本市も、きめ細かな学校生活適応の支援が一
層充実するよう、国や県に教職員定数の増員について強く要望中。 

 
 
 
 
 
 

ズバリ！要望） 
いじめは無くすこと自体は現実には困難、様々な方法でいじめを 
発見、初期対応し、解消を目指して欲しい。いじめを発見した教員 
を評価をするシステムを確立すべき。対人関係のＳＮＳ教育等をしっ
かり行う必要がある。加配（＊県基準に加えて配置）教員の対応が出
来ない学校は、地域の方々の協力を得て、授業の見守り等で対応を。 
 
 
 質問）学校インターンシップの成果と課題、今後の取組みについて。 
 
 
回答） 
参加した学生から、実際の教師の様々な仕事を体験するとともに児
童生徒の成長する姿が見られる機会となっている等。一方学校から
は、「学校では、個人情報を扱うため心配」「教育実習との違いが不
明確」などの課題が挙げられている。教育実習との役割分担を明確
化し、教員の養成段階における資質向上を図りたい。 
 
 
ズバリ！要望） 
このインターンの学生を、年齢も近いことから、指導はできないまで

も問題のある教室の見守りに活用すべき。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

みなさんの広い意見を募集しております。 
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 ・・・・・・・・・・ごあいさつ    
昨今、国会議員の不祥事や、問題発言等が多発しま

した。市議会議員に限らず議員はいらない、という声

が起こっています。行政の専門家である公務員は、知

識が豊富です。不勉強な議員では言いなりになってし

まいます。私の会派では千葉市の議員定数を後 5人程

は削減してもいいと思い、発言して参りました。 

役人天国などと言われないように、様々な分野の専門

知識を持った、会派の仲間とも力を合わせて、市役所

の職員ともいい緊張感を保ち市政にあたって参りま

す。今回の私の代表質疑を中心に紹介します。 

 
 

質問） 
①本市の寄附金受入状況と取組みについて。 
②お礼の品の対象基準額と内容についての考えは。 
③他市に納入されている千葉市民の税控除額は。 
 回答） 
①平成 27 年度の寄附金実績は、12 月時点で 5,084 万円となり、前
年度同時期に比べ 515 万円上回る状況である。市内の主たる公共
施設や花火大会のチケットを贈呈。今年度からは、市内の障害者
就労施設で製造された食品や手工芸品をお礼の品に加える。 

②本市の寄附制度に対する考えや寄附者の方へのアンケート結果等
を踏まえ、他都市の実施状況や費用対効果等を考慮して検討。 

③１億 433 万円 

 
行動派宣言 

１、ふるさと納税について 

                    総合政策行政 

 

 

平成 27 年度から税控除額が拡充されたことなどもあり、多くの地方
公共団体で寄附金受入に力をいれている。例えば、いすみ市では、
寄附者に対して特産物を提供する基準額を５万円から 1 万円に引き
下げることにより、寄附金が大幅な増となっている。 
 

 
 

質問） 
①区役所窓口改革の具体的姿について。 
②改革による市民サービスの向上効果と今後の取組み内容について。 
 回答） 
①ワンストップ窓口で年間約 12 万件ある転入、転居、出産、婚姻な
どの複数の手続を、受付から交付まで１つの窓口で行う。コンビニ
交付や電子申請システムを活用した事前申請などを可能とし、窓口
での滞在時間の短縮を図る。 

②窓口の滞在時間が減少し、この効果は年間延べ 48 万人の市民に及
ぶと想定する。28 年度は、区役所のフロアレイアウトの改修を行い、
29 年 1 月の運用開始に向けて態勢を整えていく。 

３、空き家について 
 

                    総合政策行政 

 

 

２、区役所窓口改革の推進について 
 
 
 
 
 
 

                    総合政策行政 

 

 

４、おもてなしトイレについて 

                    総合政策行政 

 

 

５、いじめについて 
 
 
 
 
 
 

                    総合政策行政 

 

 

ＦＯＣＵＳ ～私道の舗装助成について～    

 
 
 
 
 
 
 

                    総合政策行政 

 

 

６、教員の養成段階における資質向上について 
 
 
 
 
 
 

                    総合政策行政 

 

 

平成27年第4回定例会の自民党会派を中心として可決した陳情を受
け、平成 28 年 4 月 1 日から私道の補助が増率改定されます。 



ズバリ！要望） 
本市の赤はあずき色系だが、朱色系の方が目立つ。現在の全面塗装よ
り、朱赤に白枠の方が目立つ、コストも約 4 分の 1 です。(道路幅員
４ｍ場合、右側の写真は埼玉県新座市。約４ヵ所分整備できます。) 

質問） 

昨年の交通事故死者数は全国で 4,117 人と 15 年ぶりに増加に転じ、

歩行者・自転車乗車中の死者は、全体の半数を占め、その半数は自宅

から 500ｍ以内の身近な道路で発生している。市の安全対策は、地元

住民と合意形成を図りながら対策を実施する「あんしん歩行エリア」

や警察と道路管理者が連携して対策を実施する「ゾーン30」などを行

っている。今後はどのように生活道路の安全対策を進めていくのか。 

 

 

 

回答） 

通学路における路肩のカラー化を進める。地域住民、道路管理者、警

察、国等が連携し、凹凸や狭窄、路面標示の適切な設置等を推進。 

質問）第３期病院改革プラン初年度の収支見込と次年度への取組みは。 

 

 

 

回答） 

看護職員の確保を進めた結果、青葉病院の一部病床休止を７月から全

面的に再開し、ほぼ見込みどおりの収益改善が図れた。一方両病院に

おいて、医業収益が伸び悩んだほか、今年度も純損失が見込まれる。

経費削減などあらゆる収支改善策を実行し、病院経営に取り組む。 

 

質問）未就園児預かりの意義と他都市の公的支援の状況、今後の展望は。 

回答） 

保護者支援の観点からも有意義、未就園児預かりに特化して支援して

いる指定都市、近隣市はなく、本市が他市に先駆けて行う。平成２８

年４月から、各区２か所程度でモデル的に事業を行い、課題の抽出・

解決を行い、平成２９年度以降、広く全市展開を狙う。 

ズバリ！要望） 
この制度は待機児童解消には、いい方法、しかし国や県からの支援が
ないので、国に支援を求めていくべき。 
 
 

ズバリ！要望） 
青葉病院の全面稼働は良かったが、 

海浜病院の診療科目の偏りの是正 
を早急に行うべき。 

朱赤・白枠の約約７万円の施工費 

質問） 

東京都と同様に朝鮮総連との関係を調査し、補助金の支出に関する基

準を明確にできないのか。 市民感情として全く理解が得られていな

い中で、核・ミサイル・拉致問題の解決に向けての一定の進展がなく

ても支出するのか。 

 

 

 
ズバリ！要望） 
横浜市では補助金は中止になった。拉致被害者家族会が日本政府の北朝
鮮への断固たる経済制裁の姿勢を支持している状況を考えれば、拉致被

害者を日本に返すか、返さないかは金正恩主席の決断のみであり、拉致
調査委員会の解散自体に大きな意味はない。 
日本として交渉の窓口を閉ざすわけではないので、間接的に軍事費転用
も考えられる。返還交渉を進めるためにも、外国人学校地域交流事業へ
の支出は国民の納得を得られない、まさに千葉市の常識は、日本全体の
国民世論から考えても世間の非常識なっている。 
以前、日本社会党等が拉致はない、と断言していたような恥をかく可能
性がある。今拉致はないという様な事を、言う人は誰もいないはず。福
祉予算等を削減している千葉市に、支出の再考を強く求める。 
 
 
 
 

回答） 

現段階では支出する考えである、国からの要請が有れば検討する。 

 

 

質問） 
グランドデザインに記載のある千葉駅東口再開発事業の事業概要と現
在の状況について。 

回答） 

地上 10階、地下 1階の再開発ビルを建築。段差改修などを行い、浸水

軽減の為の下水道整備や、駅前地下歩道を自転車駐車場として有効利

用。６月頃には再開発組合の設立を予定、組合で再開発ビルの実施設

計などに着手し、平成33年度の竣工を予定。 

ズバリ！要望） 
この他クリスタルドームはなくなり、車寄せを作る等、近隣との行き
来が良くなる予定、その次の区画が重要。 

現在のあずき色約 26万円の施工費 

 

稲毛区北部地域から東京駅まで約20 分短縮予定!! 
鉄道の駅から離れた地域に対し、現在京成バス㈱が「千葉北  

ＩＣ周辺地区～東京駅」間を運行している高速バスを活用し、

千葉市北部地区から東京方面へのパーク＆バスライドの効果

を検証する社会実験を実施します。また高速バスダイヤ改正が                                    

予定され、現在国道 16 号

線の長沼陸橋から、清掃

工場に回るバスが、長沼

陸橋から直接千葉北ＩＣ

を経て東京駅に向かう 

予定。(始発は清掃工場)

長沼原・園生町・長沼町

の各停留所から東京駅 

までの所要時刻が約20分

短縮される予定です。 

 

 

回答） 

飛行性能は、航続時間約２０分、最大

航続距離約２キロメートル、操作方法

は、手動による遠隔操作のほか、自律

航行システムによる自動運航が可能

で、ビデオカメラや複合ガス検知器を

搭載、映像伝送や可燃性ガスなどを検

知する機能を備える。自然災害を始め、

爆発や崩落の危険性があり、消防隊が

接近できない災害現場での情報収集活

動、可燃性ガスや有毒ガスの漏洩・飛

散現場では、ガス濃度の測定や成分の

分析など、検知活動に効果に期待。 

ズバリ！要望） 
危険作業にはおおいに期待している。しかし宅配等については、限界
集落のようなところが向いているのではないか。 
 
 
 
 
 
 
 

質問） 本市に貸与されるドローンの特徴は。 
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７、生活道路の安全対策について 
 

 

 

 

 

 

 

                    総合政策行政 

 

 

９、幼稚園児における未就園児預かりについて 
 

 

 

 

 

 

 

                    総合政策行政 

 

 

８、病院行政について 

 

 

 

 

 

 

                    総合政策行政 

 

 

１２、外国人学校地域交流事業について 

 

 

 

 

 

 

                    総合政策行政 
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公設第一秘書、事務所責任者を歴任 

千葉市議会議員(稲毛区選出)３期当選 

(６８１３票でトップ当選) 

自民党千葉市蓮青年局長を歴任 

千葉市第37地区町内自治会連絡 

協議会顧問 (山王中学校区) 

千葉市少年軟式野球連盟顧問 

稲毛区少年軟式野球連盟顧問 

千葉市アーチェリー協会会長 

千葉県美容業生活衛生同業組合 

(千葉支部顧問) 

１０.千葉駅東口駅前広場について 

 

 

 

 

 

 

                    総合政策行政 

 

 

〒263-0002 千葉市稲毛区山王町112-1 

電話：043-424-0001 FAX：043-421-6667 

E-mail:fumiyoshi＠joy.hi-ho.ne.jp 

事務所開設時間【水・金】10:00-12:00 

        【水】  13:00-16:00 

(不在時は小松崎本人の携帯に転送されます) 

お問合わせ・ご意見お待ちしております。 

ＦＯＣＵＳ-Ⅱ ～パーク＆バスライド～     

 

 

 

 

 

 

 

                    総合政策行政 

 

 

１１、消防活動用偵察システム「無人ヘリ」について               
 

 

 

〔高速バスに使用する車両のイメージ 

〔ドローン飛行イメージ 


